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第29回万国地質学会議(京都,1992)に標記課題のシ

ンポジウムを開きたいとの要請が寄せられたが,時期が

遅きに失したため会議期間内では2時間弱の“Meeting

forNaturaユZeo1ite"を行ったのみである.Lかしたが

ら,会議直前の4日間にわたって東京(新橋)および福

島(飯坂)での討論と所沢市下水処理場および福島･山形

県下敷ケ所の沸石採掘場･製品加工工場の見学を行うこ

とができた.

この時の各国の研究老による論文集が第1都に,ゼ

オライトの特性測定法と国際的な規格化のための本委員

会の提案が第2都に,それぞれ掲載されている.第3

都には第111委員会が発足(1947年)してから今日までの

間に得られた天然ゼオライトのX線,示差熱分析,化

学分析資料を集積L,さらに第4部では1985年に発足

以来の活動の記録ともいえる分科会議事録および分科会

参加企業の概要が収録されている.

本書のハイライトともいえる第1部一国際シンポジ

ウム発表論文集一に掲載された論文は以下の通りであ

る.

1.ゼオライト資源の鉱物学

2.天然ゼオライトの構造について

3.日本のゼオライト鉱床の現状とその利用

4.中欧カルバチヤ地方の沸石鉱床

5.天然ゼオライトの研究および利用におけるブルガリ

アの貢献

6.ドイツにおけるゼオライト資源とその沸石鉱物にっ

し･て

7.フェノスカソデイナにおけるゼオライトの産状とそ

の利用

8.中副こおげる天然ゼオライトの利用

9.韓国における天然ゼオライトの産状と利用

10.モンゴリアにおける天然ゼオライト鉱床とその物理

一化学的特性

11.インドネシアにおけるゼオライト資源とその沸石鉱

物について

12.オｰストラリアの天然ゼオライト資源について
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キュｰバにおける天然ゼオライトの開発計画とその

紹介

コ目ソピアにおけるゼオライトの役割:地質学的見

方,石炭フライアッシュからの合成ならびに有望な

用途

アルゼンチンにおける天然ゼオライト資源:その利

用に関する初めての調査

日本における天然ゼオライトの利用状況

17.天然ゼオライトの工業的利用

18.天然ゼオライトの製紙用原料としての利用

19.ゼオライトの農業への利用

20.放射性廃棄物の処理･処分とゼオライト

第2部では世界各国においてゼオライト資源の活用

が活発になりつつある現状から,これら資源の評価基準

の設定が緊急の課題であるとの認識に基づいて,日本学

術振興会鉱物新活用第111委員会と天然ゼオライト研究

分科会が一体とたって｢ゼオライト資源国際標準規格管

理組織設立準備委員会｣を発足させ,その活動の第1

報として,以下のように提案Lたものである.

1.ゼオライトの研究法

2.偏光顕微鏡観察

3.走査型電子顕微鏡による沸石の観察

4.沸石試料の分離法

5.沸石のX線粉末回折分析

6.加熱X線粉末回折実験法

7.沸眉含有量の測定

8.沸石の化学分析と熱分析

9.陽イオン交換容量測定法

10.ゼオライトによる酸素発生率の測定

この論文集は全体を通じて,英文と邦文とが併記され

ており極めてユニｰクな編集と言える.本書が研究者に

とって有益た科学的情報源であるというだけでなく,広

範た関連分野の技術者や企業経営老を含めて,この鉱物

の特性についての理解をはかるための配慮がなされたも

のといえよう.世界に豊富に賦存し,かつ,きわめてバ

ラエティｰに富む天然ゼオライト資源利用の今後の展開

を考慮すれば,ぜひ手元に置いておきたい論文集の一つ

である.

問い合わせ先:102東京都千代田区麹町5-3-1ヤマ

トビル,日本学術振興会鉱物新活用第111委員会,委員

長湊秀雄,ファックスの場合は03-3630-13μ,床次

正安.
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